
【レース回顧】　　１着④クーアフュルスト は好発を決めて一旦は⑪マリンディユンデュンに鼻
を譲る。２番手から３角手前でその⑫マリンを捉え。４角では差を広げにかかる。直線で３馬身
のアドバンテージがゴール前の⑨ナミダノキスの猛追を凌いだ印象。　２着⑨ナミダノキス は
６月から半年ぶりでぶっつけ本番。馬体が絞れていたのも奏功したが、あと数メートルあればの
２着。改めてその底力を示した。　３着⑤ダイヤモンドライン は玉砕覚悟？の離れシンガリ位置。
メンバー最速の38.7の上りを駆使して追い上げたが…。　４着⑩リュウノブレイク は中位から
外を早目に上がる。３角では３番手まで押し上げたが、４角では手応えが怪しくなり後退した。
５着⑧マンガン は押して行くが加速一息。中位外をキープも２角に入るころには反応が鈍くな
り追走に手こずる。後半渋太く詰め５着は確保したが、本来の斬れのある走りではなかった。

ホープ特選・回顧録 記念すべき勝利
吉原寛人 ・ クーアフュルスト

③ウェザーコック　　堀場厩舎

第61 回　中日杯

④クーアフュルスト　加藤義厩舎

⑨ナミダノキス　金田厩舎

⑪マリンディユンデュン　金田厩舎 ⑥テイコク　　　　菅原厩舎 ⑦プレシオーソ　　　金田厩舎 ①マーミンラブ　　　中川厩舎

⑧マンガン　　中川厩舎⑩リュウノブレイク　加藤義厩舎⑤ダイヤモンドライン　佐藤厩舎

７着 ８着 ９着 10着

②ペガサスターボ　　井樋厩舎

記念撮影
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表彰式

https://www.keiba.go.jp/KeibaWeb/TodayRaceInfo/RaceMarkTable?k_raceDate=2025%2f12%2f07&k_raceNo=11&k_babaCode=22

